






エフロ

■築 20 年以上経過している
■クラック（ひび割れ）がある
■ジャンカ（豆板）がある
■エフロ（白華現象）がある
■打ちっぱなしのコンクリート
■酸性土壌に建っている
■幹線道路が近い、空気が悪い
■海に近い、骨材に海砂を使用
■外気温が零度以下になる

こんな状況は劣化の危険性大︕

▲基礎内部に発生したジャンカ。
   コンクリート打設時の不良に
   よって生じ、密度が低いため、
   より水分や炭酸ガスを浸入さ
   せやすい。

▲基礎外部の開口部に生じたクラック。
   雨水や炭酸ガスがクラックを通って
   入り込みやすい。

危険性大︕

◀天井面に現れたエフロ。内部に
   水の通り道があるため、鉄筋が
   腐食している可能性が高い。　
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躯体状況・環境

劣化危険度     

予想される劣化現象

10%

コンクリート劣化の仕組み
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※クラックから水分・炭酸ガスが入りやすくなり、
　さらに鉄筋を発錆させて、劣化が速まる。
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【コンクリート構造物の性能概念グラフ】

構造物の性能

時間経過

構造物の予定耐用年数

構造物の初期性能

工事無しの場合の
構造物性能保持期間

工事実施

工事実施

工事実施

工事実施による
性能向上効果

予防保全的にコンクリート打設当初に
工事を実施した場合の性能維持曲線

工事無しの場合
の性能維持曲線

※構造物の中性化回復および表面保護をす
ることによって、予定供用年数まで構造物
の性能維持が可能になる。

劣化が進行した構造物に
工事を実施した場合の
性能維持曲線

※約 30 ～ 50 年

100

※構造物の資材や環境により異なります。
参考資料：（公社）土木学会　表面保護工法

構造物の性能限界
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コンクリート躯体
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『水分』によるコンクリートの劣化現象例

❶コンクリートの水溶性組成物を溶出し、  密度を低下させる。
❷酸素とともに鉄筋を直接的に発錆させる。
❸アルカリ骨材反応により、ひび割れを生じさせる。
❹凍結融解により、ひび割れを生じさせる（凍害）。
❺塩化物イオンを含むことにより、鉄筋を発錆させる（塩害）。
❻酸性雨により、アルカリ度を低下させる（化学的腐食）。
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中性化抑止・表面保護工事を施した場合の躯体性能比較




